
29。 青銅器の鉛産地推定 (3)
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6.日 本産鉛の鉛製

矛の問題
佐賀県唐津市久里大牟田遺跡か  。

216∞

ら出土した鉛製の矛の鉛同位体比  量214∞

が,1993年に平尾 らによつて報告  ヽ

されている
25)こ の分析結果が,  8212∞

典型的な「日本産の鉛」の同位体比  ・
21000

を示したことで,問題が生じた 考

古学的な知見として,こ の鉛製の矛   20800

は弥生時代中期のものと推定され

ており,弥生時代の青銅器はすべ

て,ラ インDの朝鮮半島製の鉛か
,

あるいは領域 Aの 中国華北の鉛で

Pb207//Pb206

銅剣・銅矛・銅文と鉛製矛の鉛同位体比

だきたいと思 うJ61)と 発言している

それでは,こ の点を多少視点を変えて検討してみよう.

そのために準備したのが,弥生時代のすべての銅剣・

銅矛・銅犬の鉛同位体比を対象として作成した図 22で

ある ただし,詳細図としたため,Pb却
7/Pb206の

値が 082

以下と089以上は図示されていない また出雲荒神谷

の銅剣は数が多すぎるので割愛 している。この図に久

里大牟田と八女野田の鉛製の矛の値を載せてみる 銅

尖1・ 銅矛・銅文の母集団の分布から見て, これらの鉛

製矛は,何のこだわりもなく,同一のグループに所属

していることが判定できる (厳密にいえば,同一グル

ープに所属しているという帰無仮説を棄却 しえない)

すなわち,ラ インDに乗つていると考えられるのであ

る もつともラインDに乗ることが,朝鮮半島産の鉛

であることを意味 しないのはすでに詳述 したとお りで

ある

このように,統計学的な意味を踏まえて,現在まで

に得られているデータに注目すると,有意に,鉛産地

を区分できる場合はごく限られている.正確にいえば,

中国華南産でも有 り得るし,華北産でも有 り得るし
,

朝鮮半島産でも有り得るし,日 本産でも有り得る場合
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図 22

あるとされていた従来の見解が大きく揺らいだためで

ある そのため報告者の平尾 らは,こ の鉛製の矛を弥

生時代のものとするのを躊躇 したほどで,も し2つ 目の

「鉛製矛」ないしは鉛製品が弥生時代の遺跡から発見

され,同 じ値を示せば,弥生時代に日本列島産の鉛が

使用されたことを認めざるを得ないだろうとしたほどで

ある.

ところが 2つ目の鉛製の矛が福岡県八女市の野田遺跡

から出土 したのである.し かもその鉛同位体比は久里

大牟田のものと完全に一致 Lン ていた39)し かし報告者

の平尾 らは,「 日本産の鉛である可能性は高いが,朝

鮮半島産の鉛である可能性を否定するまでにはゆかな

いJと 多少判断に含みを持たせるように変化する 久里

大牟田の鉛矛について当初からかかわつていた井上洋

一も,は じめは新聞に日本の鉛 と発表したが 66),「
現

状では両者の鉛製矛が日本列島産の鉛を用いて製作さ

れた可能性は低いのではなかろうか む しろ,岩永省

三氏も御指摘のように67),慶
尚北道 。江原道ラインに

属する可能性を考えたい」
68)と の見解に至 り,「 また

自然科学者には是非これまでの 日本・朝鮮・中国とい

った鉛同位体比の領域設定の再検討をおこなっていた
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が多いのである む しろ有効なの

は,あ る鉛同位体比が与えられた

場合に,それが特定なグループに

だけは所属 しえないことを統計学

的に明らかにすることなのである

統計学になじみの薄い研究者のた

め,表現は工夫されなければなら

ないが,煩わしくとも研究は明解さ

よりも論理性が優先 されなければ

ならないであろう.

7.弥生前半と後半

の鉛の連続性

るために,すべての銅鐸,すべて

の前漢鏡 (岡 村秀典分類
60)の

漢鏡

2～ 4期 )について鉛同位体比の分布を図 23と 図 24に

画いてみた

その結果,図 23の銅鐸の場合は,た しかにライン

Dと 領域Aの間に空白域があり,両域を同一と見なす

のに慎重でなければならないが,それでも領域Aにお

ける勾配がラインDの勾配に一致していて,同 じグル

ープに属す可能性を十分に示唆 している.ま た図 24

を見ると,従来いわれていたほど,前漢鏡のすべてが

領域Aに あるわけではなく,領域BやラインDに近い

値を示す例外的なものが数多くある 領域Bの場合を

後世の踏返し鏡 として除外 しても, ラインDに乗る前

漢鏡が存在することは無視できないであろう 図中に

日印で示 したのは,三雲遺跡南小路 1・ 2号甕棺出上の

連弧文清白鏡など漢鏡 2期・3期の古式鏡である こ

れらについて馬淵 らは「朝鮮系原料で作 られたことは

確実である」
12)と して困惑 しているが,前漢代の中国

の青銅器に共i~mす る鉛同位体比として見れば,何 ら特

08000    08400    08500    086∞     08700

Pb207/Pb206

図23 銅鐸の鉛同位体比 (全データ)

Pb207ノ/Pb206

図24 全漢鏡の鉛同位体比 (岡 村分類の 2～ 4期 )

殊なものではなかったのである

最後にもう一点,朝 鮮半島から将来されたという細

形0同 会1や 韓国出土の中国式銅剣の鉛同位体比につい

ても付け加えておきたい その鉛同位体比の分布を

図25に 示す 細形銅尖1に ついては,韓国益山龍埋里

出土の銅剣の韓国における分析例
69)も

併せて示す

この図から明らかなように,典型的な「朝鮮半島産Jと

されている細形銅剣にも,領域Aの鉛同位体比を示す

ものが 6件もあるのである 主として福岡県吉武高木

遺跡から出土 したもの23)で
ぁるが,韓国益山から出

土した細形銅剣が領域Aの典型的な鉛同位体比を示 し

ていることに注目すべきであろう また,中国式銅剣

がラインDに乗ることをもつて,かつては朝鮮半島で

作られたものと判定されていたが, ラインDを一般的

な中国青銅器の鉛同位体比とすれば, しいて朝鮮半島

産という必要はない。今後,中国において 「中国式銅

剣Jの分析例が増加するにつれて,こ のような状況が
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明らかにされるであろ う 領域 Aの

鉛同位体比に特徴ある位置づけを与

えるのはZ、要なことであるが, ライ

ンDと 全 く無関係かとい う点では注

意 してゆくZヽ要があると考える

8.おわりに
考古学の世界にあつて,鉛同位体

比分析を利用 した研究は極めて有効

な手段を提供 している.しかし日本

において,鉛同位体比が青銅器など

の研究に適用 されるようになって約

20年になるが,現状を見ると,当初

の不可避的な誤りがそのまま放置さ
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れ,結論のみが一人歩きしている状況がある 関係者

の努力によつて,豊富なデータが整備 され,中国にお

ける目覚しい成果も利用できるようになって来ている

が,学説を再評価 しようとする動きは乏しい

本報は,過去の経緯にとらわれず,近年の中国や韓

国における成果も取 り入れて,新たに鉛同位体比と鉛

産地同定の関係について広範な考察をおこなったもの

である.主な結果をまとめると次のとお りである

(1)古代中国では,三星堆や二里頭,殷墟の時代

から,戦国時代・漢代に至るまで,鉛同位体比的に見

て両極端を示す,南方の雲南省系の鉛 と,北方の山東

省・河北省・遼寧省型の鉛が共用されていた

(2)日 本の弥生時代前半に用いられていた鉛は
,

朝鮮半島産の鉛鉱石の同位体比の分布 とは全く一致 し

ない む しろ古代中国の青銅器の鉛同位体比の分布と

極めてよく一致 している したがつて 「朝鮮半島産の

鉛J説は成立せず,中 国からもたらされたものと修正

されるべきである このことは間接的にではあるが
,

弥生時代前半の青銅器には,三星堆や殷墟でも用いら

れた中国雲南省の鉛が,一部混入していたということを

意味する

(3)前漢鏡や弥生時代後半の青銅器に用いられた

鉛は,華北の陳西省産 というよりは,む しろ中国東北

部の山東省や遼寧省産の鉛であった可能性が高い

(4)出 雲荒神谷出土の中細形銅剣の鉛同位体比の

分布は,前漢鏡や弥生時代後半青銅器の鉛を主としンて
,

そこに古代中国の青銅器系スクラップが混入 したと考

えると極めてよく説明できる

(5)古墳時代の三角縁神獣鏡,傍製鏡 ,銅鏃など

の鉛同位体比の分布は,華南産の鉛の分布がカバーし

Pb207/Pb206

図 25 細形銅剣 と中国式銅剣の鉛同位体比

ない領域にある 古墳時代の鉛原料については,華南

産の他に,中国東北部産の鉛についても考慮すべきで

あろう このような見解は,近年の三角縁神獣鏡の祖

型を中国の東北部に求める研究成果ともよく一致 して

いる

(6)九州で 2カ 所から出土 した弥生時代の鉛製の

矛が,典型的な日本産の鉛同位体比を示 したことで,

理解が混乱 していた しかしこの鉛製の矛は,弥生時

代前半の銅剣・銅矛・銅文の鉛同位体比の分布に照ら

して判断するなら,こ れだけを日本産の鉛とする根拠

は全くない
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筆者は,考古学界にあつては,間違いなくアウ トサ

イダーである だか ら,厳 しいことを遠慮なく書 くこ

とができた しか しいま思えば, もつと書き方があつ

ただろうにと,反省 している.た だ どうしても論理上

の手続きの問題 となると力んで しま う性があるようだ。

さて,こ の論文の反響は どうであつたろうか 一般

的には,アマチュアの論文は無視 されてしまえばそれで

終 りである.しかし『考古学雑誌』掲載論文にはそれ

なりの重みがある いずれ, しつかりした反応がある

であろう.間接的には関係者の間で話題 となつている

と聞くが,ア ウトサイダーだけに,まだ本音のところ

がわからない.

直接的な反応 としては,金属考古学の分野では大先

輩の久野雄一郎氏から,長文の手紙を頂戴 したことと,

山陰新聞社から出雲荒神谷銅剣などに関連 して取材を

受けたことがある.

久野氏は,永年にわたつて,馬渕・平尾理論 とそれ

をサポー トする佐原真氏に,問題を投げかけてきた方

であるから当然であろうが,筆者の論文を極めて好意

的に評価 してくれた

面白いことに『考古学雑誌』では,発表者の所属や

肩書きが一切載 らない だから「新井宏 ?だれ」で

ある.久野氏ももちろん筆者のことを何も知 らずに,

若い考古学者とでも考えて書状を書かれたようである

久野氏はもと三宝伸銅の社長を勤められた方で,弟の

故久野久雄氏が考古学者であつた関係で,早 くから金

属考古学の分野で活躍 していた方である わが日金工

とも大変近い関係があった 私の返信にびつくりされ ,

また長文の書状を頂くことになった

鯰呂ヅ濶してR懃牢莉蝙
新井 宏
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